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全児童生徒に占める不登校の割合（国・県・市比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.48 
0.54 

0.70 0.83 

1.00 

1.30 
0.57 

0.59 0.71 0.75 0.91 

1.18 

0.69 
0.61 0.50 

0.52 
0.73 

1.41 
1.81

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

小学校 不登校の割合

国小学校 県小学校 市小学校

3.01 

3.25 

3.65 3.94 
4.09 

5.00 

3.05 
3.20 

3.48 3.55 3.59 

4.52 3.63 

3.52 
3.03 

2.87 

2.40 

3.95 

5.47

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

中学校 不登校の割合

国中学校 県中学校 市中学校

（％）

1.35 1.47 
1.69 

1.88 2.05 

2.57 

1.41 

1.49 
1.63 

1.68 1.80 

2.34 
1.68 1.59 1.33 

1.30 1.27 

2.28 

3.05

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

小中合計 不登校の割合

国合計 県合計 市合計

（％）

（％） 

資料３ 



Ｒ５第１回総合教育会議資料【担当：教育支援課】 

~ 2 ~ 
 

【令和 4年度 10月から，ほっとルームを開設した小学校の状況】 

下記のグラフから，ほっとルーム（校内適応教室）を設置した学校においては，10月以降または 11 

月頃から，不登校が要因での長期の欠席児童数が増えていないことがわかる。 

つまり，今まで不登校傾向にあった児童が，別室に登校することができているとともに，不登校が

要因で30日以上欠席する児童が新規に増えなかったと考察できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和 5年7月より，3校から 10校に増設】 

Ｒ５年７月現在，ほっとルーム設置校（10校） 

桜島小 牧田小 河曲小 一ノ宮小 玉垣小 

若松小 飯野小 白子小 旭が丘小 明生小 

  桜島小，牧田小，河曲小・・・令和 4年 10月から設置 

  一ノ宮小，玉垣小，若松小，飯野小，白子小，旭が丘小，明生小・・・令和 5年7月から設置 
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11月以降増えていない 

10月以降増えていない 

【実施校の意見】 

○個別の支援をすることにより，自分のペース

で学習を進めることができ，学習意欲，登校

意欲につながった。 

○少人数で過ごすことができ，緊張せず，のび

のびと生活している様子がみられた。 

○登校時，ほっとルームに一度来室し，そこか

ら教室に行ける時間は教室で学習することが

できた。 

○スクールライフサポーターとほっとルーム指

導員が連携することで，支援の充実につなが

った。 

○これまで登校できていなかった児童が「ほっ

とルームなら行ってもよい」と言って，登校

につながった。 
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11月以降増えていない 


